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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月14日(2018.5.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼への投与を介して、対象の糖尿病性眼疾患の治療に用いる医薬組成物であって、式Ｉ
【化１】

の化合物（式中、各Ｒ１およびＲ２が、独立して、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、
かつＲ３がＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルである。）またはその薬学的に許容可能な塩の治
療有効量を含む、医薬組成物。
【請求項２】
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　前記化合物がビンダリットである、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
前記糖尿病性眼疾患が、糖尿病性網膜症または糖尿病性黄斑浮腫（ＤＭＥ）である、請求
項１に記載の医薬組成物。
【請求項４】
前記糖尿病性眼疾患が、白内障または緑内障である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項５】
前記対象は、１型または２型の糖尿病を有する、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項６】
前記対象は、正常レベルを超える血中グルコースレベルを有する、請求項５に記載の医薬
組成物。
【請求項７】
前記対象の眼の細胞における核へのＮＦｋｂの転位を低減する、請求項１に記載の医薬組
成物。
【請求項８】
高血糖細胞における細胞ストレスを正常にする、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項９】
前記対象のＣｃｌ２、Ｃｒｐ、Ｉｃａｍ１、およびＶｃａｍ１のうちの一つ以上の発現を
減少させる、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
前記医薬組成物は、さらに一つ以上の追加的な治療剤を含む、請求項１に記載の医薬組成
物。
【請求項１１】
前記一つ以上の追加的な治療剤は、抗ＶＥＧＦ剤、ＡＣＥ阻害剤、ＰＰＡＲ－ガンマアゴ
ニスト若しくは部分的なアゴニスト、レニン阻害剤、ステロイド、オートファジーを調節
する薬剤、セマピモド、ＭＩＦ阻害剤、ＣＣＲ２阻害剤、ＣＫＲ－２８、２－チオイミダ
ゾール、ＣＡＳ４４５４７９－９７－０、ＣＣＸ１４０、クロドロン酸、クロドロネート
―リポソーム製剤、および塩化ガドリニウムから選択される、請求項１０に記載の医薬組
成物。
【請求項１２】
前記化合物は眼の投与のために製剤化される、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
前記眼の投与は、硝子体内または眼球内の投与である、請求項１２に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
前記化合物は、制御された放出または徐放のために製剤化される、請求項１３に記載の医
薬組成物。
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